
2025年度　（医学研究科博士課程）講義科目コンピテンス・コンピテンシー

2年次 3年次 4年次 2年次 3年次 4年次

（発展分野教育）

必修 必修 必修 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 必修 必修 必修 必修 （非公開） （非公開） （ 公 開 ）

修了時コンピテンシー

1 1 11 2 1

革新的な医療を立案・遂行するために必要な、基礎、臨床（応用）さらに

は学際的な分野にいたるまでの、幅広い知識を身につけている。 C C C ー C C C B C C C C C B A C B A

2 1 11 2 1

最新の生命科学ならびに医学研究の動向について、継続的に情報収集を

し、解析を続けることができる。 C C C ー C C C C C B C C C B A C B A

3 3 10 1 1

医療や生命科学研究の分野で、新たな課題を現実の問題から見いだすこと

ができる。

課題解決に向けて自ら研究を計画・立案し、遂行できる。

C C C ー C C C ー C ー C C C B A C B A

4 2 10 2 1

自らの思考、判断の過程や結果を論理的に説明し、的確に記述することが

できる。 C C C B C C C ー C ー C C C B A C B A

5 2 10 2 1

自らが見出した新知見を国際的に紹介し、討議できる。

C C C B C C C ー C ー C C C B A C B A

医師 4 3 7 1

医師として、その診断や治療能力を活かして地域医療の向上に参画でき

る。 C C ー ー B B B ー B ー B B C B A ー ー A

研究者 4 3 7 1

研究者として、その科学的技能を活かして生命科学の進歩に貢献できる

C C ー ー B B B ー B ー B B C B A ー ー A

7 4 9 1 1

高い倫理性を持って、高度医療や医学研究を遂行できる。

C C ー ー C C C ー C ー C C C B A C B A

8 2 11 1 1

次世代の人材育成に貢献できる。

C C ー C C C C ー C C C C C B A ー ー ー

【レベルABCの判定基準】

※レベルA：コンピテンシー達成のレベルに位置する

※レベルB：コンピテンシー達成の中間レベルに位置する

※レベルC：コンピテンシー達成の基本（初期）レベルに位置する

※対象外(ー)：修得の機会が無い

6 医療・医学への貢献

課題解決力

情報発信力
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